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印画紙法による円錐振 り子の円運動の撮影














単振 り子やばね振 り子等の運動は非減衰の単振動を例示する教材である｡ 実際､系の有
するエネルギーの散逸によって運動が減衰する｡ 類但の現象は物理学の広い分野において
数多く見出されるものであり､工学上重要な問題 4)として取扱われる｡振 り子の教材に関
し､ねじれ振 り子や実体振 り子の振動の減衰を前述の方法で調べた報告 5･6)例がある｡ 円
錐振 り子の運動の減衰についての報告は筆者の知る限り見当らないようである｡本稿では､
簡単にしかも効果的に運動の図形を描かせる装置として､円錐振 り子の円運動を機械的に
起動させる装置を製作 し､振 り子の重 りの中に積込んだ光源からの光線を引伸用印画紙に
露光する方法を開発 したので報告する｡
2.実験装置
図 1に振 り子の重 りの中に装填した部品を示す｡振 り子の重 りは､スチロール製半球
(直径9.7cm､最大深さ4.1cm､厚さ0.43mm)の二つの殻をビニールテープで張合せた偏平な
球を用いる｡この中にスポット球 (2.5V)光源と乾電池 (単三1.5VX 2)､スイッチ､




























振 り子の平衡位置では､印画紙と重りの最下点との間隔は約 1cmである｡ ドリルのモータ






















































庵 図儀 図 8@


































x-Aoexp(-γt)cos[(W 2- γ 2)1′2･t+4･] (3)
の形に書かれる｡ ここでAoは任意定数､ 4,は初期位相である｡ Aoexp(-γt)を振幅､
(W2-γ2)1′2を振動数とみることができる｡ 振動は±Aoexp(-γt)の二本の包絡線間
に挟まれた周期的な減衰振動である｡ 図 9のグラフの直線部分の勾配から減衰定数が求め
られる｡ 減衰速度γは平均1.8×10~3cm/Sとなる｡従って減衰時定数 では平均556Sが得 ら









のような特徴を有 している｡ 光源を運動物体に搭載することにより､速い速度で動 く質点
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